5　美術作品の貸し出しと保存修復
1　保存・修復

●修復
分野：水彩・素描
作家名：藤田嗣治
作品名：猫
制作年：1934年
寸法（縦×横）：42.0×28.5cm
技法・材質：絹本・墨画淡彩
修復年月日：平成26年1月8日～3月20日
修復者：(有)IWAI ART保存修復研究所（岩井希久子氏）
本作には、画面にカビ、シミ、鉛筆による落書きがみられた。また、額の状態も悪く、作品が固定されたパネルの裏表には数カ所の破れがあった。その他、このため、従来の額から作品を外し、無塩無脂パンと粉消しゴムによる画面および裏面のクリーニング、カビの殺菌、シミの処置を行った。 また、パネルから作品を取り外し、還元処理を行った後、裏打ちを施し、新しい中性パネルに貼り込み、窓マットを装着した。そして新規の額に作品を設置し、アーカイバルボードの裏蓋を取り付けた。
分野：彫刻
作家名：安田侃
作品名：意心帰
制作年：1990～91（平成12～13）年

寸法（幅×奥行×高さ）：295.0×210.0×130.0cm

技法・材質：大理石
修復年月日：平成25年7月9日～11日

修復者：株式会社パーフェクト・ウォッシュ
修復状況：本作品は、野外彫刻作品として知事公館庭園に設置されている。大理石を彫刻し、作品表面には保護材を塗布し劣化を防止しているが、来園者が自由に触れることが可能な状況のため、保護材が摩滅し、汚濁や軽微な摩擦傷が生じていた。

　処置にあたっては、まず作品表面の洗浄を行い、続いて表面の研磨と傷の補修、そして作品表面にシリカ系強化復元剤、およびシリカ系浸透性吸い上げ防止剤を塗布した。
